










2020年 2月 7日 : 医学部百周年開設記念ホール　星陵オーディトリアム講堂
「伝える」ということ─そして明日へ─
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14 丸山 ─ 「伝える」ということ ─ そして明日へ ─
した．自ら考えて変化をもたらすことのできる能力を
持った卒業生と大学院生修了生に恵まれたからと，感
謝の気持ちでいっぱいです．研究成果は今日すぐに役
立たないかもしれませんが，いつか誰かのためになれ
ば良く，そんな仕事に誇りを持って欲しいと思います．
日本だけでなく，世界は今，気候変動や環境の悪化，
感染症の脅威など多くの健康問題にさらされていま
す．成長した皆さんの今後の活躍と社会貢献が楽しみ
です．
私の東北大学医学部・医学系研究科で過ごした 15
年の成果は，他大学ではなかなか難しい他分野との研
究協力のしやすさ，いつも快くご支援をいただいた多
くの先生，そして一緒に頑張った看護アセスメント学
分野の菅野恵美准教授と丹野寛大助教のおかげです．
私を支えて下さった多くの皆様のご援助とご指導に
心より御礼を申し上げるとともに，皆様のご健勝とご
活躍をお祈りしています．
東北大学医学部・医学系研究科の益々の発展を願い，
最終講義といたします．
